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○概要 
この報告は、サマスイの主にシナリオ、翻訳、ボイス面の問題に焦点を当てて解説したものであ

る。 
 
○登場人物 
 
主人公(デフォルトネーム:しょうた) 
本作の主人公。職業不詳(仕事をしている描写はある) 
家で一人暮らしをしているが、部屋が余っているためルームメイトを探している。 
一人暮らしをしているため家事はお手のものらしく、普段はほとんど彼が家事全般をやっている

模様。(両ヒロイン共通。一応夏美は一部家事を手伝ってくれたりはしている) 
性格は基本真面目でこのゲームの中では比較的常識がある方ではあるものの、ヒロインへのサ

プライズとしてビルの窓を破って侵入しようと考えるなどお茶目な部分もある。 
ちなみに本編以前に女性と付き合った経験があるらしい。（別れた元カノは町を出ていったとのこ

と） 
 
宮水夏美(CV:今井麻美) 
メインヒロインその1。 
いわゆるツンデレ系ヒロインで、芸術大学に通う傍らネットで漫画を描いている。両親は1年前に
交通事故で他界。 
ある夜に泥酔していたところを主人公に介抱され、その後住んでいた家を追い出されたため主人

公の家に転がり込む。主人公からの呼び名は「夏美」または「みーちゃん」。 
主人公を家でずっと観察して漫画の素材集めをしたり、恋愛漫画の題材として主人公と疑似カッ

プルを作るなど漫画づくりにはかなり本格的に取り組んでいる模様。 
が、疑似恋愛が行き過ぎて主人公の帰りが遅いのを元カノと会っているからだと誤解し嫉妬して

しまう一幕も。 
 
林美優(CV:若林直美) 
メインヒロインその2。 
幼い頃から猫として育てられ、本人も自分を猫と思い込んでいる少女。 
母親が海外に出張に出掛けたため、その間主人公が彼女の面倒を見ることになる。 
序盤は主人公のことを「ご主人様」と呼び、それを主人公に咎められてからは主人公のことを「お

兄ちゃん」と呼ぶようになる。 
また、自分を猫と思い込んでいるためことあるごとに猫言葉(？)を使う。 
社会から隔絶されて育ったため出会った当初はろくに一般常識も分からない有り様だったが、主

人公の指導により知識を得ていき最終的に雅の喫茶店で働けるまでに成長する。 
 
杉本雅(CV:松舞奈) 
サブヒロインその１。 
主人公行きつけの喫茶店のオーナーで、このゲームの中ではおそらく一番の常識人ポジ。（とい

うより被害者ポジ） 
基本的に弱気で、騙されやすい。林美優を喫茶店の従業員として迎え入れるなど、寛容な一面

も。 
先天的な病気を持っているらしく、化け物のレッテルを貼られた過去がある（らしい）。 



 
江口歩(CV:江口育美) 
サブヒロインその2。 
正義感の強い女刑事。主人公に容疑者を取り押さえてもらったことから知り合う。 
刑事としてはある程度出世しているらしく、複数の部下を連れている様子が見られる。 
彼女の父親も警察官だったが、任務中に殉職している。 
好きなものはアイスクリーム。理由は幼少時の父親との思い出を思い出すからとのこと。 
 
峰山千尋(CV:赤星麻衣子) 
サブヒロインその3 
芸術大学に通う大学生。バンドを作っており、ドラムを担当している。 
しかしその一方で独自の薬を作っていたり、主人公を新しい治療法（？）の実験台にしたりといっ

た裏の顔を持っている。本人曰く、「業界のブラックリストに載っている」らしい。それ犯罪者なので

は… 
自信家で、やや傲慢な面がある。玲華のバーで開かれたバンドコンテストで八百長があったこと

に怒り、自らコンテストを辞退するなどプライドが高い。 
 
市川玲華(CV:笹本奈津枝) 
水増し枠その1。 
海辺にあるバーを経営している女性。メインヒロイン2人と交流があるらしく、Likeのモーメントに
名前が出てくることが多い。また千尋のバンドをバーに呼ぶなど、（おそらく）一番他ヒロインと交

流している人物でもある。 
公式の人物紹介曰く、「刺付きの薔薇みたいなセクシーな女性」とのこと。 
 
赤羽星(CV:高木遥香) 
水増し枠その2。 
傲慢で中二病なお嬢様。･･･というのは公式の人物紹介だが、実は大してお嬢様でもないらしい

（本人談）。玲華とは逆に他ヒロインとは全くといっていいほど交流がない。（回想がない影響もあ

るかもしれないが） 
とにかく我儘かつ自由奔放で、お宝があるかもしれないという根拠もクソもない理由で真夜中に

雅の喫茶店や良子の働くビルへ侵入するという犯罪者まがいのことに主人公を巻き込んでいる。

（分かっていながら行く主人公も大概だが） 
 
島崎良子(CV:山石さとみ) 
水増し枠その3。 
オフィス街で働くOL。公式の人物紹介曰く、「そそっかしい森ガール」。 
残業が多いらしく、度々それを主人公に労われるシーンがある。 
金魚を飼っているらしく、なぜかそれをオフィスに鉢ごと持ちこんでいる。 
 
新堂鈴江(CV:鈴木麗子) 
水増し枠その4。 
花屋を営んでいる女性。 
雅のために冷香丸(薬の一種)の材料を提供したり、楽に生け花を教えてあげたりと優しい性格。 
 
柳瀬楽(CV:篠田有香) 
水増し枠その5。 



主人公の家の隣に住む高校生。美優とは仲がいい。 
頭はあまりよくないようで、時々主人公に勉強を教えてもらっている。特に数学が苦手。 
また鈴江に生け花を習っており、作品について主人公にアドバイスを求めるなど熱心に取り組ん

でいる様子。 
 
○問題点 
 
・シナリオ面 
あまりにも唐突かつ現代日本という世界観をぶち壊すようなエピソードが所々に入ってくる。 
例：「夜にショッピングしてたらいつの間にか結界を越えて別の世界に行ってた」「ヒロインに怪し

げな治療術を受け足の怪我が回復する」など 
また元々中国向けに開発された名残なのか日本人にはあまりなじみのないイベント、食べ物、故

事の知識などが入ってくるのも問題である。特に故事の知識は普通の日本人であればまず分か

らない内容でありかつ選択肢に絡んでくる問題があるため、該当イベントに当たったときはわざ

わざ調べるか好感度ダウン覚悟で当てずっぽうで行くしかない。 
明らかに重要そうなイベントを汎用イベントにした結果同じことを何度も聞かされることが多い。例

えば歩の父親の思い出を聞くイベントや、雅が難病を抱えていることを告白されるイベントなどが

該当する。 
もっと言うと、汎用イベントに限らずほとんどのイベントは単体で完結しているため、上記の設定

などが軒並み死に設定と化している。過程を映すだけで結果が言及されなかったり解決しないよ

うなイベントが多いため、「で、結局どうなったの？」と言いたくなるような展開が多い。 
 
・翻訳 
誤字脱字は当たり前、中にはエキサイト翻訳未満の意味不明な訳も多い。 
これらに元々の表現の拙さが合わさって何とも言えないカオスな翻訳が出来上がっている。 
例：「はい！義母になる！」「記憶の中の匂いを掻いた」など 
男女の口調が逆になることもしばしばあり、女性口調で話す主人公や弱々しい性格のヒロインが

突然男らしくなるなどといった光景も。 
声優がフルボイスで演じるムービー部分は割とまともだが、それ以外の部分はほぼこの問題が

付きまとうことになる。 
 
・キャラクター面 
メインヒロイン2人の内、美優のキャラ設定が目につく。 
中盤から多少改善されるとはいえ、常時猫になりきっていてかつ一般常識のかけらもない18歳
の少女というのはさすがに好みの範疇を越えているのでは？と感じる。（あくまで個人の感想だ

が） 
サブヒロインの中にも、実際にやったら間違いなく犯罪者であろう行為を罪悪感もなしにやるヒロ

インが複数いる。そんなことをするヒロインにはどんな過去があろうと共感や愛着は湧かないだろ

う。（そもそも共感できるほどの過去があるヒロインが半分くらいしかいないのだが） 
そして登場人物の項でも少し述べたが、サブヒロインの中に明らかな水増し枠がいる。それもサ

ブヒロイン8人中5人も。 
具体的に言うと衣装がデフォルト含めて2着しかなかったり、ムービー、回想がない。残り3人は
ちゃんとムービーも十数個はあるし衣装もDLC等含めて5、6着はある。あまりにもヒロイン間の格
差が大きすぎである。 



またヒロイン間の関係が曖昧で、モーメントなどを通して会話しているヒロインは多いものの具体

的にどんな関係なのかいまいち分かりにくい。他にメインヒロインとモーメントで絡んでいる人物も

本編に登場しないキャラが多く、どういう人間の集まりなのかがよく分からないのも気になった。 
 
・ボイス面 
本作はムービーイベント以外は基本的にパートボイスで進行する。ボイスそのものは悪くないの

だが、明らかに使いどころを間違っているボイスがちらほら。 
例：これからショッピングを始めようというときに「楽しかったね！」と話すなど 
また、ボイスの内容が全員ほとんど一緒なのも気になった。多少の違いこそあれ、「大変だったで

しょ？ありがとう」とか「早くあなたに会いたいです」と別々のヒロインに同じようなことを言われる

ため、ヒロインの個性が無くなっているのでは？と感じた。 
 
・その他 
やたらと作品の名前が濁されずに出てくる。自分が確認した限りでは「斉木楠雄のψ難」「東京喰
種」「千と千尋の神隠し」等の名前が出てきていた。LikeやCoutureは多少なりとも濁しているの
に･･･お国柄が出ているのだろうか。 
 
総評 
恋愛シミュレーションというジャンルにおいて核ともいえるシナリオ、ヒロインの問題は致命的な問

題である。本作も、シナリオやヒロインが良ければ例え夏が題材なのに1年近くやらされることに
なろうがバックログがなかろうが佳作あるいは良作になりえた可能性もあったわけである。 
が、本作は現代日本という世界観を無視したシナリオ、激しすぎるヒロイン間の格差に加えて意

味不明な翻訳という三重苦により前述したシステム面の問題と相まってどうしようもない苦痛が

生まれている。これではクソゲーという謗りを免れることはできないだろう。 
少なくとも自分は甘さもへったくれもない、むしろこの上なく苦い恋愛ゲームであると感じた。 


